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基進ンヽ

有
識
者
会
議
、

授
能
実
習
廃
上
を
提
言

代
わ
る
新
制
度
は
人
材
確
保
目
的
に

外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
の
在
り
方
を

検
討
す
る
政
府
の
有
識
者
会
議
が
、

技
能

実
習
制
度
を
廃
止
し
、

こ
れ
に
代
え
て
新

制
度
を
創
設
す
る
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

技
能
実
習
制
度
は
１
９
９
３
年
に
途
上

国
へ
の
技
術
移
転
と
い
う
国
際
貢
献
を
目

的
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

実

態
は
労
働
力
確
保
の
手
段
と
し
て
、

劣

悪
な
労
働
条
件
下
で
外
国
人
労
働
者
を

働
か
せ
る
な
ど
の
人
権
侵
害
が
多
発
。

２
０
２
２
年
７
月
に
は
当
時
の
吉
川
禎
久

法
相
が
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
表
明

し
て
い
ま
し
た
。

有
識
者
会
議
の
中
間
報
告
た
た
き
台
で

は
、

技
能
実
習
制
度
に
代
え
て
、

新
た
に

人
材
確
保
と
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
制

度
創
設
の
検
討
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の

新
制
度
で
は
、

残
業
代
不
払
い
や
長
時
間

労
働
な
ど
の
劣
悪
な
労
働
条
件
や
人
権
侵

害
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

「転

籍
」
制
限
を

一
定
の
範
囲
内
で
緩
和
す
る

こ
と
や
、

外
国
人
労
働
者
か
ら
多
額
の
手

数
料
を
徴
収
す
る
悪
質
な
プ
ロ
ー
カ
ー
や

送
り
出
し
機
関
に
対
す
る
対
策
、

不
適
切

な
監
理
団
体
や
登
録
支
援
機
関
の
排
除
な

ど
の
検
討
も
挙
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

新
制
度
は
、
２
０
１
９
年
に
設

け
ら
れ
た
人
手
不
足
が
深
刻
な
特
定
の
産

業
分
野
で
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る

特
定
技
能
制
度
と
運
動
さ
せ
る
た
め
、

対

象
職
種
や
分
野
を

一
致
さ
せ
、

特
定
技
能

制
度
へ
移
行
し
や
す
く
す
る
こ
と
で
、

中

長
期
的
に
日
本
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す

る
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
１２
月
時
点
で
、

３２
万
５
千

人
ほ
ど
の
技
能
実
習
生
が
日
本
で
働
い
て

お
り
、

実
習
生
を
貴
重
な
労
働
力
と
し
て

い
る
中
小
企
業
も
数
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。

国
際
的
な
人
材
獲
得
競
争
が
激
化
す

る
な
か
、
日
本
が
外
国
人
人
材
に

「
選
ば

れ
る
国
」
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、

今
回
示
さ
れ
た
新
制
度
も
、

基
本
的
な
受
け
入
れ
の
枠
組
み
は
技
能
実

習
制
度
と
変
わ
ら
ず
、

抜
本
的
な
見
直
し

と
い
え
る
か
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
り
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、　

一
層
の
労
働
力
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
日
本
に
お
い
て
、

意
欲

の
あ
る
外
国
人
人
材
が
日
本
で
働
く
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
、

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。



第13回 パ ワハラとは③

過
大
な
要
求
・
過
小
な
要
求
・

個

の

侵

害

の

典

型

例

ｏ
過
大
な
要
求

（業
務
上
明
ら
か
に
不

要
な
こ
と
や
遂
行
不
可
能
な
こ
と

の
強
制
・
仕
事
の
妨
害
）

該
当
例
一
①
長
期
間
に
わ
た
る
、

肉

体
的
苦
痛
を
伴
う
過
酷
な
環
境
下
で
、

業
務
に
直
接
関
係
の
な
い
作
業
を
命
ず

る
こ
と
、

②
新
卒
採
用
者
に
対
し
、

必

要
な
教
育
を
行
わ
な
い
ま
ま
到
底
対
応

で
き
な
い
レ
ベ
ル
の
業
績
目
標
を
課

し
、

達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し

厳
し
く
叱
責
す
る
こ
と
、

③
労
働
者
に

業
務
と
は
関
係
の
な
い
私
的
な
雑
用
の

処
理
を
強
制
的
に
行
わ
せ
る
こ
と
。

非
一

該
当
例

一
①
労
働
者
を
育
成
す
る
た
め

に
現
状
よ
り
も
少
し
高
い
レ
ベ
ル
の
業

務
を
任
せ
る
こ
と
、

②
業
務
の
繁
忙
期

前
回
は
、

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
６

類
型
の
う
ち
、

「身
体
的
な
攻
撃
」
「精
神
的

な
攻
撃
」
「人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離
し
」

の
３
類
型
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。　

今
回
は

引
き
続
き
、

残
り
の

「過
大
な
要
求
」
「過

小
な
要
求
」
「個
の
侵
書
」
の
３
類
型
に
つ
い

て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
典
型
例
な
ど
に
つ
い
て
確

認
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

に
、

業
務
上
の
必
要
性
か
ら
、

当
該
業

務
の
担
当
者
に
通
常
時
よ
り
も
一
定
程

度
多
い
業
務
の
処
理
を
任
せ
る
こ
と
。

未
経
験
の
業
務
に
何
ら
教
育
も
せ

ず
に
ベ
テ
ラ
ン
と
同
等
の
成
果
を
求
め

る
こ
と
は
、

過
大
な
要
求
に
当
た
り
ま

す
。

先
輩
社
員
が
、

何
も
分
か
ら
な
い

新
入
社
員
に
対
し
て
、

他
の
作
業
員
ら

の
仕
事
を
押
し
つ
け
て
、

深
夜
遅
く
ま

で
一
人
で
残
業
さ
せ
た
り
、

徹
夜
で
仕

事
を
さ
せ
た
り
し
た
こ
と
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
認
定
さ
れ
た
裁
判
例
が
あ
り
ま

す

（津
地
裁
平
独
・
２
・
１９
判
決
）。

ｏ
過
小
な
要
求

（業
務
上
の
合
理
性
な

く
、

能
力
や
経
験
と
か
け
離
れ
た
程

度
の
低
い
仕
事
を
命
じ
る
こ
と
や

仕
事
を
与
え
な
い
）

該
当
例

一
①
管
理
監
督
者
で
あ
る

労
働
者
を
退
職
さ
せ
る
た
め
、

誰
で
も

遂
行
可
能
な
業
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
、

②
気
に
入
ら
な
い
労
働
者
に
対
し
て
嫌

が
ら
せ
の
た
め
に
仕
事
を
与
え
な
い
こ

と
。

非
該
当
例

中
①
労
働
者
の
能
力
に

応
じ
て
、　

一
定
程
度
業
務
内
容
や
業
務

量
を
軽
減
す
る
こ
と
。

本
人
の
能
力

・
適
性
に
応
じ
た
配
置

転
換
は
、

人
事
権
の
裁
量
の
範
囲
で
す

が
、

退
職
さ
せ
る
目
的
で
意
欲
を
削
ぐ

業
務
へ
の
配
置
は
パ
ワ
ハ
ラ
と
い
え
ま

す
。

本
人
に
さ
し
た
る
問
題
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

営
業
か
ら
倉
庫
業
務

へ
配
置
転
換
を
し
、

さ
ら
に
降
格
し
て

賃
金
を
２
分
の
１
と
し
た
こ
と

（大
阪

高
裁
平
２５
・
４
・
２５
判
決
）、
バ
ス
の

運
転
士
に
対
し
て
１
カ
月
に
わ
た
つ
て

除
草
作
業
を
命
じ
た
こ
と

（横
浜
地
裁

平
１１
・
９
・
２‐
判
決
）
な
ど
の
認
定
例

が
あ
り
ま
す
。

ｏ
個
の
侵
害

（私
的
な
こ
と
に
過
度
に

立
ち
入
る
）

該
当
例

一
①
労
働
者
を
職
場
外
で

も
継
続
的
に
監
視
し
た
り
、

私
物
の
写

真
撮
影
を
し
た
り
す
る
こ
と
、

②
労
働

者
の
性
的
指
向

・
性
自
認
や
病
歴
、

不

妊
治
療
等
の
機
微
な
個
人
情
報
に
つ
い

て
、

当
該
労
働
者
の
了
解
を
得
ず
に
他

の
労
働
者
に
暴
露
す
る
こ
と
。

非
該
当

例

¨
①
労
働
者
へ
の
配
慮
を
目
的
と
し

て
、

労
働
者
の
家
族
の
状
況
等
に
つ
い

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
、

②
労
働

者
の
了
解
を
得
て
、

当
該
労
働
者
の
性

的
指
向

・
性
自
認
や
病
歴
、

不
妊
治
療

等
の
機
微
な
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

必

要
な
範
囲
で
人
事
労
務
部
門
の
担
当
者

に
伝
達
し
、

配
慮
を
促
す
こ
と
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ヘ
の
配
慮
を
欠

い
た
言
動
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
し
ま
す
。


